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王　　敏
1．宮沢賢治と中国の聖人群
　「聖人」といわれる人は洋の東西を見渡してもそう多くない。
　日本語では一つの漢字を複数読みしている。「聖」という漢字は「しょう」
あるいは「せい」と音読みする。「しょうにん」と読めば、仏教で知徳を兼備
した宗教家をいう。これを「せいじん」と読めば、西洋のカトリックにおけ
る殉教者の称号にもなり、中国の儒教の教えに沿い最高度に修養を積んだ人
への尊称にもなる。徳を重んじたのが儒教である。
　中国文化は五千年、あるいは四千年といわれるが、中国における聖人は儒
教にかなうことが第一条件だ。古代神話を統べる三皇五帝など幾人かに限ら
れている。その三皇の一人とされるのが「神農」。中国神話では医薬の神であり、
農業の神でもある。自らの体でもって毒草をも恐れず野草の一つひとつを口
にして、効き目を探りながら薬草を見つけ出したと伝わる。犠牲と奉仕に富
むため聖人として祀られる。
　ほかに、「堯・舜・禹」の並称される三人も聖人の筆頭だ。五帝（黄帝・顓
頊＝せんぎょく・帝嚳＝こく・堯・舜）には堯・舜を四、五番目に位置づける。
禹は夏王朝の創始者とされ、五帝最後の舜から禅譲されて聖人の仲間入りを
した。
　日本列島は有史以前から中国文化の影響を受けたことは間違いない。儒教
の教えも日本は受け入れた。しかし、儒教の影響を受けながら、日本文化に
おける「せいじん（聖人）」についてのイメージは非常に薄い。朝鮮半島と比
べて基本的に異なるところでもあると推察される。どうしてか、その理由を
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説くのは今回のテーマから離れるので詳細は避けるとして、日本は朝鮮半島
のような徹底した儒教文化圏に入らない事情があることを指摘しておきたい。
　大雑把な言い方をゆるしていただきたい。朝鮮半島では、儒教が生活の隅々
まで浸透したが、日本は武士層を中心に漢文の学習の対象とされ、教科書的
な影響にとどまったためのように思われる。即ち儒教はせいぜい教養の枠内
という考えが強かったと言えよう。それで、日本では仏教の隆盛を受けて「しょ
うにん」は生まれても「せいじん」といいならわされる人物は少なかったよ
うに考えられる。
　しかし、日本で「せいじん」について懸命に考えた人がいた。中国文学を
紐解けばかならず何人も登場する「せいじん」という人物の魅力について紐
解きたかったからであろう。懸命に考えた人の中に宮沢賢治（1896-1933）を
挙げることができる。日本の明治時代に生まれて漢文についても素養をもっ
た童話作家であり、現在よりもずっと親しみをもって中国文学を読み、聞き
ながら幼少期を送った。
　賢治の中国文化への造詣は多くの作品にすぐに見つけられる。日本の作家が
触れることもない神農についても、賢治は書いている。童話を書きはじめる前、
多くの文語詩を残したが、その中の「医院」シリーズで神農を詠んだ。若き
学士が残雪のなかで摘んだ春草を神農の像に供える風景として、
「神農像に饌（け）ささぐと、学士はつみぬ蕗の薹（ふきのとう）」
　この詩は中国文化への深い造詣の一端である。
　賢治は、五帝の一人、「禹」についても作品にした。日本では五帝に触れた
文学作品を探しだすのが難しいなかで、賢治は禹に関連した童話をいくつか
書いている。ここで前置きしておきたいこととして、賢治の童話は大人が読
んでもためになるものだということである。もちろん子どもが読んでもおも
しろい。子どもも大人も引きこまれるのが賢治の童話である。
　賢治童話のもう一つの特徴として、人間と同じ視線で動物がよく登場する。
そこで禹とつながる童話が見つけられる。象の登場する「月夜のけだもの」や
「オツベルと象」などである。
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2．宮沢賢治と象
　筆者は賢治における中国古典の結び付きを探ってお茶の水女子大学に博士
論文を提出した。そのなかで「なぜ聖人を象に譬えたか」という一章を書いた。
ちなみに、拙い博士論文は『宮沢賢治と中国』という題で国際言語文化振興
財団から 2002 年に出版した。
　拙論をなぞれば、中国古典の造詣をいかした賢治の著作がさまざまな作品
に見つけられる。『文選』に由来する故事成語「象耕鳥耕」が賢治の脳裏にあっ
た考察を探ってみた（『宮沢賢治と中国』第 3 編第 4 章）。
　故事成語は、三聖人堯・舜・禹のなかの二人、舜と禹が主役。聖人の舜が亡
くなると、かわいがられた動物の象は恩返しで耕し、また舜にならって聖人
とされた禹が死ぬと、飛ぶ鳥が聖人の死を悲しんで耕地の除草を替わって続
けた。大小なく生けるあらゆる動物を大切にした舜と禹を敬った行動である。
ちなみに、なぜ象、鳥なのか。古代中国では、周辺の異民族をさげすんで多
くはけものへんの漢字をあてることがふつうだったので、この成語にも古代
中国の歴史的事情が背景にあると考えられる。
　この成語の由来には異説がある。忠誠と孝行を極めた「舜」と「象」は兄弟。
弟が無遠慮で傲慢な象。兄弟の父母は揃って変人だったようで、怠けがちだっ
たらしい。舜ひとり、不満不平を漏らすことなく農耕に励んだ。その労を惜し
まぬ、奉仕に富んだ兄の姿が弟の象を目覚めさせたらしく、象が田を耕しだし、
鳥が田の草取りを手伝うようになった。これを見ていた堯は舜の孝行に感銘を
受け、自分の娘を舜に嫁がせ、帝の座も舜に譲ったという。そして、象が兄
の舜に恥じてすっかり改心したと伝わっている。反省の力により変身した象。
それは兄弟とも聖人の必要な条件を教えている。
　中国の故事成語を受けて、賢治の「月夜のけだもの」「オツベルと象」を見
よう。どちらも賢治童話の主要作品である。「月夜のけだもの」は 1921 年 25
歳における作品。檻の中にいる獅子の前に、白熊が象を探して走り回る。鶏を
捕ろうと狐が走り抜けようとして獅子に咎められる。獅子の怒鳴り声に狸が驚
き、象が走ってきたので獅子が止めると、弟子になりたいという白熊を捜して
いるという。獅子は、捜すのはもうやめて、狐をしっかり教育してほしいといっ
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て、任せた。
　「オツベルと象」は 1926 年 30 歳の作品。オツベルは稲こき器械 6 台を農民
16 人でもって営んでいた。その仕事場に白象が突然現れた。おもしろそうに
稲こきを見つめるので、ずるいオツベルはこの象を働かせてみたくなり、象
が気立てがいいと分かるとだまして鎖をつけて居つかせた。白象はひねもす
働かされたが、余りのしんどさに堪えかねて助けを求めた。すると象の仲間
たちが仕事場を襲い、白象を解放する。「さびしくわらって」助かったという
含みのある言葉で締めくくる筋書きである。
　二つの童話に、中国聖人の舜や禹が出てくるわけではない。かわりに、といっ
てはおかしいが、象がどちらにも出てくる。なぜ象なのか。その理由を主に
二つあげることにしよう。
　一つ目には童話の中心に「象」を描いたのは、賢治が先述の中国古典由来
の故事成語や古典によく通じていたからであろう。賢治の中国文学に関する
読書の跡をたどれば『唐詩選』などの漢詩集、『西遊記』などの伝奇小説が大
きな位置を占めている。元代に編まれた『十八史略』も読んでいたことは間
違いなく、堯・舜・禹が登場した古代史にも精通していたことは疑いない。
　象は「月夜のけだもの」では教育係の役をおおせつけられる。きょろきょ
ろ落ち着かない、うそつきの狐を教育できるのは象ぐらいしかいないらしかっ
た。「オツベルと象」では、従順な、疑うことを知らないキャラクターとして
白象が描かれる。オツベルにだまされたと知って悲しかったのか、「さびしく」
笑った。だまされてもだました人を思いやる心根ほど、聖人にふさわしいも
のはないかもしれない。
3．宮沢賢治と浮世絵の題材
　二つ目には、賢治が浮世絵に関心を寄せていたことは広く知られる。高等農
林時代から収集しだしたほどである。上京した折には浮世絵の美術展を見た
りしていた。故事成語「象耕鳥耕」は絵画においても題材になっている。江
戸時代末期、浮世絵師の歌川国芳（1797-1861）は洋画風の明暗や遠近法を取
り入れた風景画に優れたものが多い。国芳が賢治同様、法華経の信奉をして
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いたとされ、おもしろい。賢治は国芳の作品も見ていたと推察できよう。童
話のヒントにもしたのではないか。
　特に中国古典の題材から創作された作品として「二十四孝童子鑑　大舜」に
注目したい（図 1）。遠くと近くに大きく描かれた象のかたわらで舜がせっせ
と耕作している。舜の孝行を主題にしている。「唐土二十四孝」にも象と舜を
離れがたいペアとして描いた。
　大舜の父は瞽叟といい、ひどく頑固者とされる。また、母はひねくれて、弟
はとても贅沢を好む性格だった。しかし、大舜はひたすら孝行をつくし、怠
ける弟にも優しく接した。
　大舜は懸命に田作りした。弟は手伝わなかったが、大舜が不満を漏らすこと
はなかった。ある日、大舜がいつものように田に行くと、象が田を耕し、鳥
が田の草をついばんだ。大舜の孝行ぶりに感心した天が、動物たちを差し向
けたのである。皇帝である堯は感銘し、自分の娘を大舜に嫁がせた。そのの
ち皇帝の座も大舜に譲った。
　「二十四孝童子鑑　大舜」でも、舜は中国古代の王で、父母弟にうとまれた
が、懸命に畑仕事をして、よく孝行を尽くし、弟を思いやった。国芳は巨大
な象を真正面から描き、小さい象を後ろから描き、大舜を真横から描いている。
小さい象は「東西海陸紀行」の挿絵の象から採られているように見られる。
　ちなみに忠と孝のモデルとして、歌川国芳は三国志の関羽と、御伽草子の
図 1　歌川国芳『二十四孝童子鑑』 より「大舜」
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二十四孝を描いた（図 2、3）。
　二十四孝に関しては浮世絵のほかに彫刻における例も挙げねばならない。茨
城県稲敷市の大杉神社にそろう　「二十四孝（にじゅうしこう）彫刻」（図 4）
である。『常陸風土記』には「安婆嶋」という土地の名で登場する。
　現在の霞ヶ浦、常陸川、利根川下流域、印旛沼、手賀沼、牛久沼、鬼怒川下流域、
小貝川下流域を内包する常総内湾に西から東に向かって突き出すような地形
のほぼ突端に位置した。遠映としては島状の様子を呈していたため、安婆嶋
と呼称されたといわれる。
　実はこれらの河川流域では古来水難にしばしば見舞われ、治水の神・禹王
が信仰されていた。これについては拙書『禹王と日本人』（NHK 出版、2014 年）1）
を参照していただきたい。
　さて、この節の題に戻るが、大杉神社の社殿周辺にめぐらされた欄間彫刻は、
瑞垣（ずいがき）と呼ばれる透塀である。ほとんどは、かつての正徳社殿か
らの転用材で、度重なる火災での焼失を免れたほんの一部分。1715 年（正徳 5
1） 王敏 2014『禹王と日本人』（NHK 出版）
図 2　歌川国芳「唐土二十四孝」より「大舜」 図 3　歌川国芳『通俗三国志之内 華陀骨刮 
　　　関羽箭療治図』
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年）に完成し、1728 年（享保 13 年）に焼失した正徳社殿は、現社殿より大規
模で、現社殿の彫刻の量をはるかに凌駕したと伝わる。大工棟梁は櫻井瀬左
衛門、彫刻棟梁は嶋村圓鐵と記録にある。この豪奢な彫刻が施された社殿は「あ
んば日光」の異名をもち、「あんば（大杉神社の異称）を参れば、日光見るこ
となし」といいならわされるほど絢爛豪華なものだったという。
　この瑞垣にはめ込まれた孝行説話を主題とした彫刻が「二十四孝彫刻」の
名で知られている。二十六篇三十面の彫刻がはめ込まれている。二十四孝物
語の二十四篇には二つの説があり、共通する二十二篇に「張孝張禮」と「田
眞田廣田慶」で二十四篇とする説と、「紅革」「仲由」を加えて二十四篇とする説、
どちらもよく知られている。つまり物語は全部で二十六篇になるため、瑞垣
には二十六篇の彫刻がある。
　二十四孝とは古く中国で親孝行であった二十四人の話で、中国の元の時代
に郭居敬によってまとめられた。日本にも伝わり、江戸時代には寺子屋での
道徳教育にも使われ、広く庶民に親しまれてきた。ちなみにそれぞれの話の
主人公は次の通りである。
朱壽昌▽董永▽郭巨▽王裒▽楊香▽黄香▽大舜▽漢文帝▽丁蘭▽孟宗▽
閔子騫▽曾參▽王祥▽老莱子▽姜詩▽唐婦人▽陸績▽剡子▽蔡順▽臾黔
婁▽呉猛
▽田眞▽田廣▽田慶
▽張孝▽張禮▽山谷▽紅革▽仲由
図 4　「二十四孝彫刻」
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4．宮沢賢治と激甚災害と農の哲学
　宮沢賢治は自ら農民にもなり、農業で自給自足の生活に入り、農民ととも
に歩む文学をめざした。小論「農民芸術概論」はよく知られる。その「綱要」
に「世界がぜんたい幸福にならないうちは個人の幸福はあり得ない」と語り、
また普段の努力の大事さを説いた有名な言葉は、「永久の未完成これ完成であ
る」といっている。自然のなかで動物とともにいそしむ農民の故事成語「象
耕鳥耕」。中国文学に精通していた賢治がこの成語をめぐってあれこれ考えた
に違いない。
　賢治が生まれ育った日本の東北地方は、歴史に残る大地震と津波によく襲わ
れてきた。多くの貧しい農民と漁民が犠牲になった。賢治が生まれた 1896 年
に「明治三陸地震」とその巨大津波によって死者 2 万人以上、賢治が亡くなっ
た 1933 年には「昭和三陸地震」とその巨大津波で死者 3000 人以上にのぼった。
賢治にとって激甚災害を宿命と思わしめるめぐりあわせであった。短歌群「青
びとのながれ」のなかで、悲惨な現実を詠んだ。
「青じろく流るる川のその岸にうちあげられし死人のむれ」（歌稿〈A〉
688）
　自然災害から農民を救いたい、このような希求が賢治にとって切実であった
という連想も無理なものではあるまい。禹をモデルにする気持ちが賢治に芽
生え、象に投影させたように思われる。これは、禹についての知識がかなり
一般的であったという環境を前提にしている。明治の時代の特徴であろうが、
日本では漢文で養われた素養が賢治だけでなくかなり一般的であった。明治
期は禹について知っている人が少なくなかったにちがいない。しかし、こう
した考察を普遍的自然信仰と民間信仰として広く検証できなければならない。
また、関連する史実と史跡によって立証される必須だと考えている。
　いうまでもなく、このような考察を進めていくのに長い年月の学習成果を
待たなければならない。これが現在、筆者が進行中の禹王研究につながって
いるものである。言わば、賢治に播かれていた研究課題の種であり、課され
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ている宿題でもある。
5．伊豆半島の大川三島神社に残る「禹」を探る
　禹の知識に対する普遍性は、江戸時代も明治時代も中国文学に関する関心
度が現在と比べものにならないほど高かった時代環境があった。当時の日本
人の漢文に関する素養を裏付けるとみられるのが、東京から電車で 2 時間ほ
どの手ごろな距離にある伊豆半島の大川三島＝おおかわみしま＝神社（静岡
県東伊豆町の大川温泉地区）に残された日本人の漢詩である。神社本殿の天
井に書かれて残っている。
　天井漢詩を知るきっかけがあった。2014 年秋のこと、筆者の勤務先の法政
大学国際日本学研究所で禹の調査研究の資料にと事務主任が東伊豆町の簡単
な観光冊子を見せた。表紙に「大川温泉風土記」と書かれてあった。そのな
かに大川三島神社本殿の天井全面の写真があり、漢詩のようだと思われる文
のなかに「禹」の一文字がはっきり読みとれた。実際に見て確かめたくなった。
日本における禹王研究の先行者である神奈川県開成町（かいせいまち）の郷
土史研究家・大脇良夫さん（治水神・禹王研究会会長）とうちあわせてその
年の大晦日であったが、神社のある大川地区を訪ねた。山田稔さんという神
社総代長（そうだいちょう）の説明を受けた。見聞の概要は次に記せば以下
の通りとなる。
（1）石田半兵衛・入江長八・土屋三余
　神社は伊豆急行線・伊豆大川駅を降り、海側へ下り東に 500 メートル余り、
海岸沿いの国道縁に、こじんまり古びた三島神社（通称；大川三島神社）があっ
た。鳥居は新しいが、参道の高さ 10 メートルほどの石段を上りつめるとすぐ
に本殿があった。高さ数メートルほどとなる。
　なにしろ、神社に関する文字印刷になった資料がほとんどなく、神社総代
長が個人的に調べ、手書きした簡単な沿革史ぐらいであった。それによると、
神社の歴史は古く、残っている棟札によって最初の修復が 1454 年というから
当然ながら創建はさらにさかのぼる。本殿正面などに欄間風に、徳川時代末
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期の 1853 年、堂宮彫刻師の名工石田半兵衛（いしだ・はんべえ）の作品が残り、
中国の仙人や吉祥シンボルが彫られている（図 5）。幕末のペリー来航のころ、
現存の本殿が建てられたと伝わっており、再建整備に当時の小判で 350 万両も
かけられたという。いまは東京の観光地としてもさびれているが、当時の大
川地区が殷賑を極めていたことを物語る。
　江戸時代を彩る名工の一人に数えられる石田半兵衛は大川地区とは反対の
伊豆半島西側の松崎町の出身という。その父も、また長男（のちの小沢一仙）、
次男富次郎、四男徳蔵とその長男俊吉も名工という堂宮彫刻の家系である。半
兵衛の彫刻は大川三島神社以外にも多く残されているが、その一つ、「唐獅子
（からじし）」が浄土真宗本願寺派の浄感寺＝じょうかんじ＝（創建1293-1299年）
の本堂にある。
　石田半兵衛は、漆喰鏝絵（しっくいこてえ）の名工入江長八（いりえ・ちょ
うはち、1815-1889）と同郷のよしみである。
　長八は 19 才のとき江戸へ出、狩野派の絵師のもとで修行をし、彫刻の技
図 5　石田半兵衛の彫刻作品・大川三島神社の拝殿の中国風武人（写真撮影：王童童）
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と左官の技術を応用して漆喰とコテによる独自の芸術を創出した。浄感寺の
1845 年再建の際、漆喰細工を多く残した。地域文化の財産を大切に守るため
に、浄感寺本堂は長八の菩提寺でもあるので後に「長八記念館」になっていた。
長八の墓のほか記念碑（碑文は芸術院会員結城素明画伯）や胸像（日展審査
員堤達男＝つつみたつお＝氏作）も建つ。
　半兵衛と長八の接点は、同郷のよしみだけではない。松崎町の漢学者土屋
三余（つちや・さんよ 1815-1866）が開いた三余塾における同学でもあった。
　半兵衛と長八、土屋三余の師弟三人の接点に注目したい。三人とも江戸に出
て漢学を学んだ。漢学の内容を基礎素材とする狩野派の美術と彫刻、漆喰細工
に対して程度の差があるものの、三人とも造詣が高い。徳川時代に生きた知識
人の精神性と共通の教養を持つ松崎名士一派である。江戸から帰郷した三人
は、地域文化の中心である神社、寺院に作品をつくったり、塾生を育成した
りして、漢文的教養を機軸とした時代精神の伝道者を成した。かれらは当時
代の精神風潮に合致したというより、時代の風雲から類似系の申し子群が生
まれ育った。大川三島神社の天井に漢詩が残ったのも背景があったのである。
（2）拙論『宮沢賢治と中国』と入江長八
　江戸時代のこうした中国文化についての素養については、前述の拙論『宮沢
賢治と中国』第 2 章「【瘤が三つ】の聖人・神農に迫る」でも、聖人として神
農の信仰についての調査を書いた。その中で入江長八の美術館所蔵の神農像
について制作経緯にも触れた。たとえば、松崎生まれの日本医学の開拓者と
される近藤平三郎（こんどう・へいざぶろう 1878-1963）の生家が所蔵する入
江長八作の神農像については、高さ 33 センチ、幅 21.5 センチの大きさで、長
八 61 歳（1875 年）の作と分かっている。
（3）大川三島神社の天井漢詩
　神社の歴史も天井の漢詩についても山田総代長の研究成果に負った。事実
上の宮司を担う方で、地区における小学校、中学につづき高校の校長までも
歴任された。神社関係の資料はほとんど全部が廃棄されていたといい、総代
長の手書き沿革史はほとんどが聞き書きという。丹念に数年かけて収集した
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そうである。
　本殿の引き戸を開けると、中に光が差し込み、明るい天井部分が仰げる位置
になる。天井全面が 50 センチ四方に仕切られ、その正方形枠を数えると奥行
き 7 枠、幅 9 枠。すべての区画に漢字が一字ずつ書かれていることがすぐに
分かった。よくある絵ではなく漢詩というのが大変珍しい。どの字もはっきり
読み取れるのは 1927（昭和 2）年、かすれた字をなぞって上書きしたためとされ、
徳川末期のもとの字は完全に塗りつぶされている。
　天井の漢詩は独特の書体であり、現漢字にない字もいくつかある。「禹」の
字を含む一部を抜き出すと以下の通りである。
……尭舜雨露何須譲
　　禹蹟山川今尚存……
（意訳：尭と舜の時代から雨露が潤い、禹の時代の山川いまも健在）
　堯・舜・禹の三聖君を顕彰した漢詩であることが明晰である。天井漢詩の
全文は
　　書靈彫桶虎龍蹲
　　性命元誰不裔絝
　　劍璽朶秝如日月
　　帝王萬世照乾坤
　　尭舜雨露何須譲
　　禹蹟山川今尚存
　　殿上白詩嗔父老
　　落成霊廟着塵痕
　　村恒題併隷
となる。
　漢詩末の「村恒題併隷」は木村恒右衛門（きむら・つねえもん、1834-1884）
がこの詩をつくり隷書したという意味である。
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　木村恒右衛門とは大川地区の代々名主の家柄であり、「恒右衛門」を受け継
いでいる。維新期に地区長、静岡県議会発足後は議員に選ばれてもっとも広く
知られる恒右衛門（本名；恒太郎）は 1834 年生まれで 1884 年に亡くなった。
天上の詩は本殿が建てられた時だから幕末ペリー来航時で、そのころだと代々
続く恒右衛門家系で県議を務めた恒右衛門はまだ 10 代である。天井詩は先代、
つまり県議（けんぎ）経験の恒右衛門でなく父親のほう（本名；重正）だった
という。県議経験の恒衛右門は江戸に出て、添川寛平に師事していたころであ
る。添川は儒学者で頼山陽の弟子になる。10 代であったが、後の活躍を思えば
すでに漢詩にもすぐれたものがあり、父子の合作が天井詩かもしれない（図 6）。
　木村恒右衛門は大川地区の生んだ偉人であったため顕彰碑が木村家の屋敷
跡脇に建っている。「竹の沢公園」として山麓にたち、神社を見下ろす位置に
ある。仙台の漢学者岡千仞（おかせんじん 1832-1913）らによる長文の漢文で
事績が綴られている。だが、木村家のいっさいの記録は失われたという。残
されていれば、神社の沿革ももう少し詳しく分かったかもしれない。また漢
詩の正確な原文も確認できたかもしれない。残念なことであるが、それだけ
にとくに総代長の献身的な調査が輝くのである。
　天井漢詩は恒右衛門が詠んだ。禹の治水成果を称えている。幕末維新期に
図 6　2015 年元日に撮影した天井詩（写真撮影：王童童）
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地区長、県議を務め、地区の発展を願い続けた。ふるさとの自然に感謝して、堯・
舜・禹を織り込んだのであろう。幕末のころ、漢詩の素養がある日本人は禹
王を近い存在としていたらしいことを裏付けているようだ。
　大川地区においても水害や土砂崩れなど自然災害に見舞われることが多
かった。治水神として禹をたたえる背景があったとみなければならない。と
りわけ、1958 年の狩野川台風のあと大川地区を含め伊豆においては大規模な
災害がないというが、それまでに水害が多発であったと聞く。
（4）2015 年元日の大川三島神社
　筆者は、大晦日の大川三島神社の迎春準備を見てから、翌日の 2015 年初詣
を見聞した。新春の参道を歩き、急な石段を上り社殿前に立った。相模湾（さ
がみわん）を一望できる高台である。地元の人たちが初詣に訪れる。総代長
は除夜から詰めて宮司役として不眠で初詣を受けて、お参りの人たちにお神
酒を差し上げておられた。
　大川三島神社は吉田松陰とも縁がある。1854 年 4 月、密出国を企図して下
田港に寄港中のペリーの黒船に乗船しようとした事件で、松陰は下田に向か
う直前で神社に泊まったといわれた。松陰の日記『幽囚録（ゆうしゅうろく）』
（1868）に「大河泊」とあり、江戸からの伊豆道中で「大川」はほかにない。
神社から臨む相模湾をペリー艦隊が黒い煙を吐きながら通り過ぎたことをリ
アルに想像すると、伊豆が近代化の通路になったと思われる。
　元日の朝 9 時から 1 時間ほどの間に約 30 人の初詣を数えた。春には小学生
になるらしい子も母に連れられて拝んでいる。杖をついた白髪の年長者もい
た。初詣は地元に限られるが、近年は別荘も増えて、約 300 人を数えるようだ。
神社が地区に親しまれているあかしであろう。
　神社は毎年 10 月 29 日に秋祭りを古来継続している。天井からは「禹」王が
地区を見下ろして見守っている。
6．宮沢賢治と西遊記
　筆者の博士号論文が宮沢賢治と中国古典文学の関連を探るものであったこ
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とはすでに触れた。『西遊記』とのつながりについても多くを割いている。
　日本人にも孫悟空が活躍する『西遊記』はなじみが深い。
　日航「JAL 悟空便」と名付けた中国便を飛ばしたのは 1991 年であった。悟
空の弟分にあたる猪八戒も日本では活躍している。『西遊記』におけるおどけ
た遊び好きそのままに居酒屋の店名になっている。それから沙悟浄。彼も『西
遊記』に出たときの性格のまま、日光の二荒山の近くにある大きな橋、古来、
神橋と言われる橋を架けた国際協力者として日本に渡ってきたという伝説が
残っている。
　江戸時代の終わりごろに日本へ渡ってきた『西遊記』は、日本人にこよな
く愛読されている。宮沢賢治も『西遊記』を読んでいる。彼の蔵書リストに入っ
ており、賢治が通っていた盛岡農林高等学校（現在の岩手大学農学部）の図
書館にも賢治が在校中に読んだと思われる本（帝国文庫第三十九編・中国四
大奇書『西遊記』［1896 年 4 月、博文館］）が保存されている。
　賢治の弟の清六氏とは直接会ったり手紙を交換している。清六氏はすでに
亡くなられたが、賢治が小さいときの愛読書の一つが『西遊記』だったと断
言されている。夢中になって読んでいた。賢治はなぜ『西遊記』に夢中になっ
ていたか。以下に筆者の博士論文を引用しながら話を進めてゆきたい。
　愛読の動機の一つ目。
　旧制高校を卒業した宮沢賢治は進路に悩み出家しようと考え上京した。日
蓮宗の一集団「国柱会」を訪ねた際、たまたま応対に出た高知尾知耀という
教団幹部から、文学によって仏教の教えを広める道はどうかと奨められたと
いわれる。それを機会にして、賢治は仏教文学、創作の人生に向かっている。
この人生の変化は詩を通して見ることができる。
　　わたくしはでこぼこ凍つたみちをふみ
　　このでこぼこの雪をふみ
　　向ふの縮れた亜鉛の雲へ
　　陰気な郵便脚夫のやうに
　　（またアラツデイン、洋燈とり）
　　急がなければならないのか　　　　　（『春と修羅』の冒頭作「屈折率」）
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　この詩の中で、彼は自分のことを、自分の人生を陰気な郵便配達のように
たとえている。これが一つ目の理由にかかわっている。『西遊記』にどういう
関係があるのか。仏教文学の道に進むにはモデルが必要である。もともと『西
遊記』というのは仏教文学のジャンルの古典として知られている。仏教の教
えを創作文学に収斂したものである。その創作精神に賢治は深く学びとろう
としたのが愛読した理由のように思われる。
　次の詩を見てみよう。
　　地面が踏みに従って
　　小さい歪みをなすことは
　　天竺乃至西域の
　　永い夢想であったのである　　（『春と修羅 第二集』「亜細亜学者の散策」）
　今も昔も日本人は西域、シルクロードへの憧れをもっている。とくに賢治
の幼少のころ、世界のいくつかの国による西域への探検が始まった。日本か
らも大谷探検隊が出た。その当時の子どもたち、青少年には、西域探検とい
うのは月への旅行と同じくらい大きな刺激、ロマンを感じたに違いない。戦
後の日本で「月の沙漠」という童謡が流行したが、その童謡の内容は日本人
の西域への憧れを増幅したと聞く。賢治の詩から賢治の西域への幻想、西域
への憬れをうかがえる。これが愛読の動機二つ目である。
　動機の三つ目。
　賢治は作品の中で、「どこまでもどこまでも一緒に行きましょうね」と寂し
く呼びかけている。仏教文学創作の人生の道連れ、その道連れのモデルとし
て賢治は『西遊記』に描かれた三蔵と弟子の四人になりきって、想像をめぐ
らし文学創作というソフトパワーを得ていたと思われる。
　四つ目の理由。
　賢治が生きていたころ、海外旅行は限られた特別な人だけに許された贅沢な
体験である。ふつうの人にとってはほとんど不可能な夢物語だった。病弱だっ
た賢治にはもちろんかなわぬ夢であった。しかし彼の得意とした心の旅を誰
も阻むことはできない。
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　賢治の作品は見かたを変えれば各地をゆく賢治の心の旅を書いたものかも
しれない。
　　あなた方はガンダラ風ですね
　　沙車やタクラマカン沙漠の中の古い壁画に
　　私はあなたに似た人を見ました　　　　（「小岩井農場」の下書き稿）
　小岩井農場について書いたものだけれども、突然、小岩井農場とまったく
関係なく歌い出す。心の中の模擬旅行の舞台が突然、目に見える東北地方の
岩手の風景に変わる。ときどき岩手から西域への道に変わる。だから、この
ような詩が詠われるのであろう。
　次の詩も、岩手の風景を見ながら、賢治なりに西域に切り換えて、心の中
での模擬旅行を完成させようと書き残したものであろう。
　　その早池峰と薬師岳との雲環は
　　古い壁画のきららから
　　再生してきて浮きだしたのだ　　　　　（『春と修羅』「東岩手火山」）
　それからもう一点、賢治の代表作の一つ「雁の童子」のモデルになった有
翼の天使、これはまさに西域のミーランから出土した壁画であるが、賢治は
これをモデルにして作品を書いた。これは模擬旅行の初期作品と思われる。
　次の詩も心が躍る。
職員諸兄　学校がもう砂漠のなかに来てますぞ
杉の林がペルシャなつめに変ってしまひ　はたけも藪もなくなって
そこらはいちめん氷凍された砂けむりです
……　　　　　　　　　　　　　　　　　（「氷質の冗談」）
　賢治は農学校の教師をしていたことがある。学生に教えながら、学校全体
がもう砂漠の中に引っ越したと錯覚を楽しんでいる。
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　次の詩は特異な景観と直面している――
　　……
　　畏るべくかなしむべき砕塊溶岩の黒
　　……
　　ごく強力な鬼神たちの棲みかだ
　　……
　　どんな植物が生えたかを
　　見やうとして私の来たのに対し
　　それは恐ろしい二種の苔で答へた　　　　（「溶岩流」）
　岩手の風景であるが、この風景を私も実際見に見た。賢治はおそらく、『西
遊記』の火山にだぶらせて模擬旅行を完成させようとしたのではないか。
　『西遊記』愛読の動機五つ目。
　土壌学を専門とする賢治は、地理に非常に詳しい。彼は『西遊記』を読みな
がら地図を何度も見たと考えられる。というのは、岩手の緯度、北緯 30-40 度
あたりがちょうど大陸のタクラマカン砂漠の入口、楼蘭とまったく同じ緯度
位置にある。西域への心象の旅をはやる気持ちにさせたのではないか。
7．宮沢賢治と孫悟空
　賢治にとって『西遊記』に夢中になった事情をさらに考察を続けたい。六
つ目の動機でもある。
　賢治は申年生まれである。生地の岩手花巻の俗説で申年生まれは縁起が悪い
と言われた。賢治は小さいころからいたずら好き。16 歳、旧制盛岡中学でが
き大将として宿舎から追放され、清養院という寺に下宿した。清養院付近は
今は観光地になっているが、寺町である。隣の報恩寺で賢治は毎日座禅をした。
座禅を通して思春期の高まった気持ちに落ち着きが生まれたという。その目と
鼻の先に三石神社があった。鬼を退治したという三つの石が祀られて、よく知
られる。退治された鬼が二度と悪いことをしないという誓いの印として石に手
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形を押したというのである。少年のときから賢治は石が大好き。あだ名も「石っ
子賢ちゃん」。賢治は、石一つでもって、五行山のふもとで大岩に押さえつけ
られた悟空を想像して、創作意欲を膨らませたのではないか。
　賢治の詩や童話の中に、『西遊記』に通じるところがいくつも確かめられる。
　「……こどもはこんどは悟空を気取り……」（『春と修羅 第二集』）――悟空
の名前を出した。
　「竜王をまつる黄の旗紺の旗／行者火渡る日のはれぞらに」（「歌稿」12）
――「行者」、これは悟空のもう一つの名前である。これだけで悟空と判断す
るのは難しいかもしれないけれども、そのあとには「火わたる日のはれぞらに」
というのがあり、「火わたる」という言葉は『西遊記』の中の火山という物語
を思い出させる。
　「黄金色の目をした」山男・「煤けたような黄金いろ」（「祭の晩」「狼森と笊森、
盗森」「山男の四月」など）――賢治の作品の人物の一人に金色の目をした山
男がいる。この山男の性格は悟空に似ているところが多くある。しかも目玉が
金色というのは悟空とまったく同じ原因に拠る。それは煤によって金色になっ
たという。
　山男は「一人まえの木樵」に化けた（「山男の四月」）――この山男はいろい
ろな姿に変化できるという。悟空のように七変化はできないけれども、でも
変化の術には長けているようである。
　山男が小粒の薬の六神丸にされた（「山男の四月」）――山男は小粒の薬にさ
れたりした。このように人間を巨大化したり、縮小化したりする魔法使いの
ような描写は、『西遊記』にはたくさんある。
　「……僕はその時ばけ物の胃袋の中でこの網を出してね、すっかり被っちま
ふんだ。それからおなか中をめっちゃめちゃにこはしちまふんだよ。……」（「い
てふの実」）――悟空お得意の腹中戦術を連想させる。悟空が化け物の胃袋に
入って、そして相手を退治する戦術の応用である。
　獅子からの教育費を、「象は鼻で受けとって耳の中にしまひました」（「月夜
のけだもの」初期）――悟空が如意棒を耳の中に収納したことをヒントにし
たものと思われる。
　「大循環」（「風の又三郎」）と「斗雲」「…一躍十万八千里とか…」（大正 7 年
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2 月 23 日 宮沢政次郎あて封書）――『風の又三郎』の中では斗雲と思われる
大循環の描写がある。大循環の風に乗って、一瞬にして北極、沖縄、北海道
まで行く描写がたくさん出てくる。
　さらに賢治はお父さんへの手紙の中で「一躍十万八千里」とかいうように
斗雲ひと飛びの距離をそのまま書いた。
　このように、悟空と関係のある描写、あるいはそこからヒントを得られたと
思われる描写をふんだんに使っている。引用はその一部にすぎない。賢治の孫
悟空へのこだわりは、おそらく鏡で自分を見つめるような印象があったからで
はないか。小さいときからがき大将で、長男でありながら家業を継がずに家出
を繰り返している。そして家の宗派の浄土真宗を捨てて、日蓮宗に宗派替えを
した。いつも父親と対立をして喧嘩ばかり。農学校の教師として高い給料を
もらっていたが、それを辞めて普通の農民になった。当時の価値観から見れば、
どれをとっても変わり者の言動に違いない。このような変わり者ぶりは悟空の
性格とそっくりである。悟空は天上界で大暴れをして五行山の下に閉じ込め
られたが、玄奘三蔵に従ううちに浄化され、模範猿に変わっていく。この変
移というものは賢治にとって大きな人生へのヒントとなり、そして法華文学、
仏教文学を創作していきたいという意志となった、賢治の人生に大きなかか
わりがあったと思われる。
8．宮沢賢治と如意棒そして禹
　如意棒といえば、『西遊記』の主人公・孫悟空の思いのまま操る変幻自在の
武器である。如意棒についての常識は、棒の両端には金色の輪がはめられ、そ
の重さは約 8 トンで、持ち主の意に従い、自在に伸縮できる。使わないでいる
ときは針ほどに縮まり耳の中に収まる。いざ使うことになれば通常は約 5 メー
トル前後にとどまるが、伸びれば最大だと天の最頂点に達し、下は 18 層地獄
まで届くという。
　五皇のひとり、禹とのかかわりを示す代物でもあることにも触れなければ
ならない。如意棒の別名に「神珍鐵」という。禹が江海の深さを測る「おもり」
に使用されたとされる。禹は治水によって天下の泰平に成功したが、「神珍鐵」
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については東海竜王の敖廣が竜王宮の「大黒柱」とし、海を鎮めさめたという。
これに目を付けたのが悟空である。悟空は修行満了したとたん、竜王宮から
奪いとり、「如意棒」と名付けて武器として使いだしたというのである。
　賢治が読んだと思われる『西遊記』の中に、如意棒の由来を禹及び禹の治水
道具に求める記載がある。関連する原典を身近のものにさせていただきたい。
それは 2016 年 11 月 15 日から 2017 年 1 月 30 日まで法政大学博物館展示室で
開催された「猿にまつわる文化史」で展示されている曲亭馬琴著・笹川種郎
校「絵本西遊記」『南総里見八犬傳 四』（博文館、1930 年）である（図 7）。同
書 321-322 ページの「初篇　巻之二　四海千山皆拱伏　九幽十類盡除名」より
引用する。（下線部筆者）
龍王の曰く、「上仙おもき武器をもとめ給はば、我海藏中に収めたる神珍
銕の如意棒を見給へ」とて誘いて海藏に至る。
悟空近よりて是を見れば、銕棒の長さ二丈余にして、金色の光輝きたり。
両端に金の篐を入れ、「如意金篐棒重一萬三千五百斤」と、一行の文字を
鐫りつけたり。悟空まづ両手をもつて此棒をとり上げ、「恨らくは此棒あ
まり長く余り太し」と、其いふ言いまだ終らざるに、不思議なるかな、此
銕棒忽ち縮みよりて、悟空が心にかなひたる手ごろの棒と変じたり。悟
空大きにあやしみ、龍王に向て其故を問ふに、龍王の曰く、「此神珍銕の
棒は、往昔夏の禹王水を治め給ひし時、海の深浅を定め給ひし定子なり。
伸す時は上は三十三天に至り、下は十八層地獄に及ぶ。また縮まる時は
僅に一二分許の綉花針となりて、耳の中に藏し入る。真に奇妙の如意棒
なり」。
　また、上述した法政大学博物館展示室で行われた展示会の関係資料の写真
を参考に紹介する。
　如意棒については、中国古典版の『西遊記』のほかに、『後西遊記』、『南遊
記』が多くの記述を割いている。なかなか関心を呼ぶ武器なものだから、日
本でも多くの作品が悟空に必須の武器としている。漫画『ドラゴンボール』、『パ
タリロ西遊記！』、『魔法先生ネギま！』、『足洗邸の住人たち』、『最遊記』、『緋
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弾のアリア』など。アニメでは『ド
ラゴンボール Z』の劇場版第 2 作『こ
の世で一番強いヤツ』、『SF 西遊記
スタージンガー』などがある。その
いずれも、禹の治水用のウルトラ道
具が原型であることに注目していた
だきたい。
　あらためて、賢治における禹に関
する知識は以上のような中国古典
の世界を背景にしているものであっ
たということを強調したい。賢治だ
けでなく日本の明治における教養で
あったともいえるのである。
9．最後に　未完成の宿題
　禹王は中国初代王朝である夏王朝
始祖であるが、中国の古典『尚書』
などに治水の功労者として記されている。日本でも治水の成功者として崇敬さ
れて各地に遺跡が残っている。禹王跡に関する研究は筆者の関心事であり、郷
土史の民間研究グループにも支えられて 2007 年からフィールドワークを行っ
ている。2016 年 4 月の時点における治水神・禹王研究会の調査結果では北海
道から沖縄まで約 107 カ所の発見があったという。禹王に関連する史跡の多く
は石碑の形で残されていることが判明している。
　禹王は大業による天下太平を四字熟語「地平天成」という言葉に表記した
という。これは日本の年号「平成」の出典になった。禹王は禅譲されて夏王
朝を創始したため、日本における皇室にとっても尊敬されるのは当然で、京
都御所の襖絵にも禹王は描かれた。「大禹戒酒防備図」で、江戸時代の狩野派
によるものであった。2014 年に出版された拙著『禹王と日本人』の表紙帯封
にこの京都御所の「大禹戒酒防備図」をカラーで載せている。2015 年元日夕、
図 7　日本版『西遊記』
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NHK が「黄金の美」の中でも放映されたので、見られたひとも多かったので
はないか。
　これは禹王への日本各地の伝承や遺跡をつぶさに調べるにつれ、多元文化
の形態を自主的本能的に取り入れる日本文化の素顔に触れているように思わ
れる。宮沢賢治は特に中国古典的教養が蓄積された中から育成された日本人
であり、日本における知識層の普遍的傾向を示した一事例とも言える。また、
日中の文化関係が世界でも希有な交流史の凝縮であることを教えている。
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<ABSTRACT>
A Will from Miyazawa Kenji
―Journey to the West, the Monkey King, and Dayu
WANG Min
Miyazawa Kenji (1896-1933) is a well-known author of childrenʼs 
literature from and poet. He created many childrenʼs literature and poet 
applying with his inexhaustible imagination. At the same time he often 
applied his rich culture for Chinese classics including not only the Four Books 
and Five Classics of Confucianism but also popular novel like Journey to the 
West to his works. In this paper we examined Miyazawa Kenjiʼs works and 
discussed meanings of Chinese classics for Miyazawa Kenji.
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